






要約:先天性横隔膜ヘルニアは現在超音波断層法により出生前診断が可能となった。さらに,

その予後を知る上で肺の発育状況を知ることが必須と考えられ,これも超音波断層像を用

いて肺の大きさを読影計測する方法が提案されている。しかし,われわれの経験では横隔膜

ヘルニアの程度と合併奇形の状態によって,肺そのものの描出状況が大きく変わり,比較的

描出に好適な状況にあると考えられる症例においても肺の読影は必ずしも容易ではなかっ

た。今後の検討を要する課題と思われる。 


